
 

大阪市規則第141号 

 

大阪市ひとり親家庭医療費助成規則の一部を改正する規則 

 

大阪市ひとり親家庭医療費助成規則（昭和55年大阪市規則第80号）の一部を次のように改正する。 

次の表により、改正前欄に掲げる規定の傍線を付した部分をこれに対応する改正後欄に掲げる規

定の傍線を付した部分のように改め、改正前欄及び改正後欄に対応して掲げるその標記部分に二重

傍線を付した規定（以下「対象規定」という。）のうち、その標記部分が同一のものの改正前欄に掲

げる対象規定を改正後欄に掲げる対象規定のように改め、その標記部分が異なるものの改正前欄に

掲げる対象規定を改正後欄に掲げる対象規定として移動し、改正後欄に掲げる対象規定で改正前欄

にこれに対応するものを掲げていないものを加える。 

改正後 改正前 

（助成の申請等） 

第７条 [略] 

２ 前項の認定を受けようとする者（児童で

ある場合は、当該児童を監護し、又は養育

するひとり親家庭の親等）は、所定の医療

証交付申請書を市長に提出するとともに、

別に定めるところにより、同項の認定を受

けようとする者が国民健康保険法の被保険

者、高齢者の医療の確保に関する法律の被

保険者又は医療保険各法の被保険者等若し

くは被扶養者であることの確認を受けなけ

ればならない。 

３ 前項の申請書には、その資格を審査する

ために必要な書類として市長が指定する書

類を添えなければならない。ただし、市長

が特別の事由があると認めるときは、添付

書類を省略することができる。 

４ 市長は、第２項の申請があったときは、

その資格を審査し、資格を認定したときは、

（助成の申請等） 

第７条 [同左] 

２ 前項の認定を受けようとする者（児童で

ある場合は、当該児童を監護し、又は養育

するひとり親家庭の親等）は、所定の医療

証交付申請書に次に掲げる書類を添えて市

長に提出しなければならない。ただし、市

長が特別の事由があると認めるときは、添

付書類を省略することができる。 

⑴ 医療保険証 

 ⑵ その他市長が指定する書類 

 

[新設] 

 

 

 

 

３ 市長は、前項の申請があったときは、そ

の資格を審査し、資格を認定したときは、

 



 

医療証を申請者に交付する。 医療証を申請者に交付する。 

備考 表中の[ ]の記載及び対象規定の二重傍線を付した標記部分を除く全体に付した傍線

は注記である。 

   附 則 

この規則は、令和６年12月２日から施行する。 

（令和６年11月29日掲示済） 


